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創世記と人体の相似性Ⅱ 

 

第１回 二重の生命構造・神と人間、心と体をつなぐ回路 

１．神経とホルモン―二つの命の流れ 

人間の身体には、二つの生命回路が組み込まれています。ひとつは脳から脊髄

へと走る神経系であり、もうひとつは血液に乗って全身をめぐるホルモン系で

す。 

神経系は光のように速く、電気信号によって命令を伝える「言葉の回路」であ

り、ホルモン系はゆるやかに流れ、化学信号によって身体全体に影響を及ぼす

「息の回路」です。 

神経は瞬時に意志を伝達し、ホルモンはその後に心拍や体温、感情、代謝のバ

ランスを整えます。 

この二重の情報システムが重なり合うことで、人間は理性と感情、光と風、思

考と生命をひとつの身体の中で統合しているのです。 

２．光と風の秩序―創造のリズムを写す身体 

創世記の天地創造において、神はまず「光あれ」と言葉を放ち、次に「水の上

を神の霊が動いた」と記されています。 

ここにすでに、光と風、言葉と息という二重の創造のリズムが現れています。 

人間の身体もまた、その構造を正確に写し取っています。神経系は「光の流

れ」として上から下へ秩序を与え、ホルモン系は「風の流れ」として下から上へ

生命の息を送り返します。 

天の光が地を照らし、地の水が天に蒸発するように、この二つの回路は常に循

環しながら、生命の均衡を保っているのです。 

３．神と人間の相似―上と下を結ぶ対話構造 

神経は天に属し、ホルモンは地に属します。前者は理性と意志を、後者は感情

と欲求を司ります。神経は「命令する者」であり、ホルモンは「応答する者」で

す。 

言い換えれば、この二重構造はそのまま「神と人間の関係」を象徴していま

す。 

神は天において言葉を発し、人は地においてそれに反応し、祈りや行いを通し

て再び天に応える。上から下へ、下から上へ――その往復の中に、生命の対話が

成り立っています。 
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人の体内では、脳が電気信号を放ち、各臓器や細胞がホルモンを介して応答す

る。その連携は、まるで創造の言葉が肉体に響き、肉体が祈りによってその言葉

に返答しているようです。 

神経は「上からの意志」、ホルモンは「下からの感情」。この上下の往来と統

合こそ、人間が「神の似姿」として造られた構造的な根拠のひとつです。 

４．創造の再現装置―言葉と息の二段階の働き 

創世記２章７節には「主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹き

いれられた」とあります。ここに「形成（構造）」と「息（生命力）」という二

段階の創造が明示されています。 

神経という構造と、ホルモンという生命の息吹はまさにこの二段階に対応して

います。 

創世記における神の行為は、常に言葉と息の二段階で進みました。光を生み、

次に生命の息を吹き込む。 

この秩序が人間の内部で再現されているということは、私たちの身体そのもの

が「創造の再現装置」であることを意味します。 

神経が光の道として天からの命令を伝え、ホルモンが風の道として地の情動を

返す。その中間に意識（霊）があり、両者の交わりを整えます。 

もし理性だけが働いて感情を締めつければ、光は乾いて風を失い、反対に感情

だけが暴れれば、風は荒れて光を濁らせます。 

神経とホルモン、理性と感情――それらが均衡を保つとき、人は初めて「生き

た魂」として完全な存在になります。 

５．心と体の一致―光が風を導き、風が光を柔らげる 

この二重構造は、心と体の関係にもそのまま投影されています。心は神経のよ

うに見えない速さで思考を走らせ、体はホルモンのようにゆるやかなリズムでそ

の思考を形に変えていきます。 

心が光なら、体は風であり、光が風を導き、風が光を柔らげます。この両者の

交わりこそが、人間が単なる物質の塊ではなく、霊的存在としての人格を持つ根

拠です。 

したがって、神経とホルモンの二重構造は、神と人間の関係そのものであり、

また心と体の相似でもあります。 

神経が「言葉」を担い、ホルモンが「息」を担い、その交流の場に霊が介在す

る――この三位的な関係の中で、生命は神の似姿として動き続けています。 

６．結論―神と人間、心と体をつなぐ永遠の回路 

創造の記録は過去の物語ではなく、今も私たちの身体の中で繰り返されている
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現象です。 

神は天に光を置き、人は地に風を受け、そのあいだで「言葉と息」が交差し続

ける。神経とホルモンという二重の流れは、神と人間、心と体が交わる永遠の接

点なのです。 

 

第２回 神経の光とホルモンの風 

１．神経系とホルモン系―二重の生命ネットワーク 

人間の身体には、二重の情報ネットワークが存在します。一つは神経系で、光

のように速い電気信号によって命令を伝える回路です。 

もう一つはホルモン系で、血液という水の流れに乗って化学信号を送り、全身

の働きをゆっくりと整える回路です。 

神経は瞬間的に筋肉を動かし、ホルモンはその後に心拍、体温、感情、代謝な

どを調整します。 

前者は即時的な「意志」の通路であり、後者は持続的な「感情と環境適応」の

通路です。 

この二つの回路が重なり合うことで、私たちは理性と情動、光と風、瞬間と持

続をひとつの身体の中で共存させています。 

言い換えれば、神経系とホルモン系は、創世記における「天と地」「光と水」

の関係のように、異なる性質をもって互いに補い合う、神の設計の二重構造なの

です。 

２．「光あれ」―創造の始まりは言葉から 

創世記の最初に「神は『光あれ』と言われた」と記されています。この一言

は、宇宙の始まりが「言葉」によって生じたことを示しています。 

光は神の言葉そのものの現れであり、すべての情報の起点でした。人の身体に

もまた、この「言葉と光」によく似た構造があります。 

それが、脳から脊髄へと続く神経の流れです。神経は光のように速い電気信号

で命令を伝え、その指令は全身に広がって肉体という「地」を動かします。 

まさに脳と脊髄は天と地を結ぶ生命の幹であり、神の「言葉」が肉体に宿るた

めの通路です。 

３．ホルモンという“風”―言葉に息が吹き込まれる瞬間 

しかし、生命はそれだけでは生きていけません。もし神経の電気信号だけで動

いているのなら、人間は冷たい機械と変わらないでしょう。 
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そこにもう一つの流れ――ホルモンという“風”が働きます。 

それは神の息が水の上を動いたように、目には見えないが確かに全身を巡り、

感情と温度を生み出します。 

怒ればアドレナリンが吹き上がり、愛すればオキシトシンがあふれ、不安や悲

しみにはコルチゾールが分泌されてストレス反応が高まり、一方でセロトニンな

どの神経伝達物質のバランスが乱れて感情の安定が失われます。 

それはまるで、言葉に息が混ざって歌になるように、神経という「光」にホル

モンという「風」が加わる瞬間です。 

４．視床下部という祭壇―光が化学に変わる場所 

脳の中心には視床下部という小さな領域があります。そこは神経の電気信号を

ホルモンの化学信号に変える「祭壇」のような場所です。 

上から降りてきた“言葉”がここで変換され、まず下垂体へと伝えられます。下

垂体はその信号を受けて副腎・甲状腺・生殖腺などを刺激し、身体のあらゆる器

官を動かす命令となります。 

つまり人間の内部では絶えず、光が息に変わる創造の瞬間が起きているので

す。それは、神が言葉をもって天地を造られたことの小さな再現でもあります。 

５．神経とホルモンの対話―天と地の往復 

神経とホルモンは、まるで天と地の対話です。神経は上から下へ意志と命令を

伝え、ホルモンは下から上へ感情と反応を返します。 

この双方向のやり取りこそ、「人が生きている」という現象の本質です。 

祈りの言葉が心を整え、感情を鎮めるのは、まさにこの神経とホルモンの調和

によってです。 

近年の研究では、瞑想や祈りといった内省的な実践が副交感神経を活性化し、

コルチゾール値を低下させることが報告されています。 

科学が示すこの事実は、聖書が語る「祈りによる平安」の生理学的な側面を照

らし出すものです。 

祈りの声は脳の神経を通って身体に流れ、やがてホルモンの風となって血流に

溶け込み、全身に「平安」という化学的な秩序をもたらします。 

６．光と風の均衡―理性と感情の秩序 

創世記における創造は、光と水、天と地、男と女といった対の調和で進みまし

た。 

人体の内でも同じように、神経（光）とホルモン（風）の調和によって心と体

の秩序が保たれます。 
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どちらか一方に偏れば、光は乾き、風は暴れます。冷静すぎる理性も、激しす

ぎる感情も、どちらも神の秩序から外れた「不均衡」です。 

その中心に立ち、光と風をつなぎとめるのが人の意識――すなわち霊性です。 

霊は神経とホルモンの両方を通して体に働きかけ、言葉を行動へ、祈りを現実

へと変えていきます。このとき、人は言葉が肉となった存在として完成します。 

７．言葉が肉となる―今も続く創造の再現 

神はまず光をもって世界を照らし、次に息をもって生命を動かしました。人間

の内でも、同じ秩序が繰り返されています。 

神経は言葉の光を伝える導線。ホルモンは、その光に温度と感情を吹き込む

風。そしてその交わりの場こそが、私たちの身体そのものです。 

創造の神秘は、遠い天の出来事ではありません。それは、今この瞬間も、私た

ちの内で、ひとつひとつの細胞を通して繰り返されているのです。 

 

第３回 松果体と視床下部・天の光と地の祭壇 

１．天と地をつなぐ脳の聖所 

人間の脳の中心には、二つの象徴的な器官が存在します。ひとつは松果体（し

ょうかたい）、もうひとつは視床下部です。 

松果体は脳の深部、正中線上の高所に位置し、光の情報を受け取る感受体とし

て働きます。 

一方、視床下部は脳の底部にあり、自律神経とホルモンの中枢として全身の機

能を統率します。 

位置でいえば松果体は「天の極」にあり、視床下部は「地の祭壇」にありま

す。 

上は光を感知し、下は体を統べる。まさにこの二つの器官は、創世記の「天と

地」「光と土」を結ぶ生命の上下軸を象徴しています。 

２．松果体―天の光を受けるランプ 

松果体は、古代から「魂の座」「霊的な目」とも呼ばれ、哲学者デカルトはか

つて松果体を「魂と肉体が交わる座」と呼びました。 

現代科学はその見解を直接は支持しませんが、光とリズムと意識をつなぐこの

器官への古来の直観は、まったく的外れではなかったと言えるかもしれません。 

それは単なる比喩ではなく、生理学的にも光と深く関わる器官だからです。 

松果体は網膜からの光情報を受け取り、昼夜のリズムに応じてメラトニンを分
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泌します。 

光が多い昼は分泌を抑え、闇が深まる夜に多く放出して、眠りと再生のサイク

ルを導きます。 

つまり松果体は、天の光を感じ取り、その情報を全身の時間と生命のリズムへ

と翻訳する「光の翻訳者」なのです。 

創世記の１章５節に「神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた」とある

ように、松果体は人体の中で「昼と夜を分ける」役割を担っています。 

それはまさに、天地の秩序を内なる小宇宙の中で再現する働きです。 

３．視床下部―地の命を司る祭壇 

視床下部は、神経とホルモンをつなぐ要として働きます。脳からの命令を下垂

体へと伝え、その先の内分泌腺（甲状腺、副腎、生殖腺など）を通じて体内の恒

常性を保ちます。 

つまりここでは、神経の電気信号がホルモンの化学信号へと変換されます。そ

の仕組みは、まるで天からの言葉が地の言語へと翻訳されるようです。 

創世記の神が言葉をもって世界を形づくったように、視床下部は神経の言葉を

肉体の秩序へと変換し、全身に神のリズムを刻みます。私はこの働きを「地の祭

壇」と呼びたいと思います。 

そこでは上からの光が形を帯び、霊的意志が肉体の行動へと転化します。視床

下部はまさに、「言葉が肉となる」ための聖所です。 

４．上なる光と下なる息―松果体と視床下部の連動 

松果体と視床下部（視交叉上核）は、直接の神経線維ではなく、交感神経を介

した回路でつながっています。 

網膜が光を感知すると、その信号は視床下部にある体内時計（視交叉上核）へ

伝わり、交感神経を経て松果体のメラトニン分泌を調節します。 

昼に光を感知すると、視床下部の体内時計（視交叉上核）からの信号によって

松果体のメラトニン分泌が抑えられ、自律神経やホルモンの分泌が整えられま

す。 

夜になると光が消え、その抑制が解かれた松果体がメラトニンを放出し、視床

下部は身体を休息モードへ導きます。 

この往復こそ、「天の光が地を照らし、地の息が天に還る」創造のリズムその

ものです。 

松果体は「光の神殿の灯」、視床下部は「息の祭壇の火」。上と下が共鳴し合

うことで、私たちの心身は昼と夜、覚醒と休息、行動と沈黙のバランスを保ち続

けます。 
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５．神と人の相似―啓示と応答の構造 

神が人に語り、人が祈りで応えるように、松果体と視床下部の関係もまた「啓

示と応答」の構造をなしています。 

松果体は天の光を感知し、「神の言葉」を受け取る場であり、視床下部はその

言葉を体の行動へと翻訳し、「人の応答」を形にする場です。 

つまり、この二つの器官は、人体の中に築かれた小さな契約の箱であり、神と

人の対話が繰り返される聖所です。 

人が正しい生活リズムを保ち、心が静まるとき、松果体は澄んだ光を受け取

り、視床下部は穏やかな命令を全身に伝えます。 

逆に、光を失い、欲望や不安が過剰になれば、この上下の交流が乱れ、霊的に

も肉体的にも混乱が生じます。 

天の光を保ち、地の息を整えること――それが人が神の秩序の中に生きるとい

うことです。 

６．結論―身体の中の「天の宮」と「地の祭壇」 

松果体と視床下部。この二つの器官は、単なる生理的機能を超えた象徴です。 

松果体は天の宮として光を受け、視床下部は地の祭壇として息を整える。そし

てその間に、人間の霊が立ち、上と下をつなぐ。 

創世記の天地創造が「上に天を、下に地を置いた」と記すように、私たちの体

もまた、上に光の神殿を持ち、下に命の祭壇を備えています。 

祈りとは、この上下を通して光を受け、息を返す行為です。神の言葉が天から

降り、私たちの内で行動となり、再び感謝と賛美の息となって天に昇る。その循

環の中に、生命は聖なる秩序を保ち続けます。 

松果体と視床下部――それは、創造の記憶を今に伝える、身体の中の小さな天

地であり、神と人の対話が絶えず行われる「内なる聖所」です。 

パウロはローマ人への手紙 12 章 12 節で「望みをいだいて喜び、患難に耐え、

常に祈りなさい」と記しています。 

この言葉は単なる励ましではなく、身体の中に刻まれた天地の回路――松果体

と視床下部の対話――を正しく機能させるための、霊的な処方箋とも言えるでし

ょう。 


